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工事の請負契約の一部変更について

第190号議案資料

工 事

契約の金額

名

変更前

長崎市新庁舎.建設建築工事

工

変更後

1 5,0 1 6,8 5 3,500円

期

変更前

15,065,799,100円

契約変更の理由

変更後

議会の議決を得た日から令和4年8月'10日まで

議会の議決を得た日から令和4年11月30日まで

担当

土工事において大型で硬質な転石が多数存在していることが判明した
ため、作業工程の延長等を行う必要が生じたこと等により工事の設計
を変更したことに伴い、契約の金額及び工期を変更するもの。

相

清水・西海・長崎土建特定建設工事共伺企業体

福岡市中央区渡辺通三丁目6番11号
清水建設株式会社九州支店
常務執行役員支店長堤義人

長崎市興善町2番8号

株式会社西海建設

代表取締役寺澤孝憲

長崎市出島町4番2号
株式会社長崎土建工業所
代表取締役社長上山信宏
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変更経過一覧

当初契約

令和元年

6月議会

契約議案

畢

工

1回目変更

令和2年

5月臨時議会

専決処分報告

請負代金額

期 令和元年7月11日~令和4年8月10日

工

・・下線音Ⅲよ変更したものを示す

工事費増額

'

変更請負代金額

期

畢

令和元年7月11日~令和4_年8月10日

2回目変更

令和2年

11月議会

契約変更議案

変更項目

15,015,000,000円

コンクリート塊などの不測の地中埋設物の

撤去、処分による変更

工

工事費増額

変更請負代金額

期

1 853 500円

15 016 853 500円

令和元年7月11日~ム

変更項目

(当初からの増額合計50,799,100円)

土工事、地下躯体工事に不測の日数を要し

たことによる工期延長及ぴそれに伴う経費

分の金額の変更

4 11

48 945 600円

30日

15 065 799 100円

3



2 概要

)計画

■建設所

払予'.、^ニ",,゛1§、ー"゛
庁舎建設地 "惇

.
(魚の町) '市民会紋

)事業進捗

■全体事業の進捗状況

年度平成30年度令和元年度

予算

■建築概要

北側

旧長崎側)

゛ 1

市昆壷並

6,710 rrf

4,023 rrf

51,748 r6 (駐車場等を除く庁舎機能面積 46,228rrl)
鮫骨造・コン刎ート造(一郁鮫骨鉄筋コンウリート造)、免震構造

地上 19階、地下 1階、塔 1階

実施設計

事業

令和3年度令和2年度

継続費(新市庁舎建設工事等)

築工事、設備(空設、電気、衛生設備、通信)工事

■建築工事の進捗状況

》これまでに地下掘削、建物基礎、地下駐車場、その上の免
層などの地下部分の構造体が概ね完了したところです。

》令和2年10月末時点、①免震層の一部分、②地上1階床、
③地上1~2階部分の鉄骨組立などの工事を行っています

※右図の赤色範囲が施工箇所

畝務空等整備計 内装ユニット(議場、カケ)工事

映像・音讐設備工事

ネットワーケエ事

外撰工事・植鰻工事等

工事監業務・設計図伝達業務

令和4年度

峯令和2年10月宋時点

南側
(中央橋側)

2F

IF

建物基礎



■現況写真
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)変更理由 1 土工事

土工事の要
建設工事における地盤の掘削など士を対象とした作業の総称
今回の工事では、山留めや地下掘削などがあります。

■「山留め」
地下掘削などを行う場合、掘削の側面を保護して、周囲地盤の崩壊や土砂の流
出を防止するための工事

、廊積^
親杭(H形鋼)を一定間隔で地

中に施工し、その後、掘削しなが

ら横矢板(木材)_を挿入して築造

巨回

匝蚕圖

[亘巨三亘](駐車場)

基礎(マットスラブ)

約 10m

0土質調査位置
(ボーリング)

断面イメージ図

無'

親杭(H形鋼)

横矢板(木材)

0親杭(H形鋼)
合計302 本

ゞ

゛.

NO.1

M

^.,^

NO.6

胃

↑旧長崎

rl

憎、

甫'
0

■「地下掘削」
新庁舎では、地下1階が駐車場となっていて、その下の基礎をつくるため、地
盤面から基礎下まで約10m掘削が必要
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(3)変更理由
1

イ土質査結果

印

標

1 土工事

キホ

尺

深

高

柱

(且)

度

地質調査ボーリング NO.件主状図

(ルジオン標準貫入

(P~QN征~深座)図
ルジオン値ー^

0 '換算ルジオン値
隈界圧力

(血)

状

(血)
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表層20C畠砕石.
以下、擾温じη砂質土状の裡戻土.
朧吐、 10~30血主体.最大 70皿.

鼎は、φ10~30如主作.最大 OT0如.
ヤトリックスば、シルト質砂~シルト
課し"融で含水中程度
下位はやや締生っている

工石は、 630~80悶の硬質牢去山岩.
Y トリッケスけ、シノント質砂~シノレト

混11り砂で含水中牲庸.

4

2

3 3.5

6

7

7

N

8

0.叫

0,0ヱ

9

10

)試験

5

Ⅱ

1乳

1 '5

Ib

ユ、閥

3.5

31

4.伽

'.16

N恒

20

34

12

礁部は゛50~300皿の安山岩主体で、比
較的梗質.
基質の凝灰部は全休的に風Jヒ傾恂がみ
られ、部風化進み粘土化,る.
=アは岩片~短柱状で採敢される.
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)変更理由 1 士工事

ウ土工事の変更理由

(着手前)施工計回

■土 や辺工 に工

土質調査において、地上一4~5m程度以深は、 50~3川ml

む「 であり、基質部は全体的に風化傾向である

また、施工者としては、事前に専門業者へ近隣実績の聞き取りも行

い、φ500皿程度までの礫は掘削可能で施工実績もある工法として選定

地中の掘削施工断面イメージ図(計画)

φ650mm

ヤー四オ、
オーガー

をケーシング

小さな礫はそのままスクリューにより吸

い上げ排出

φ50omm程度までの礫はケーシングを先行し、外側へ力が逃げないよ
うにすることで、礫を破壊しながら削孔し、基質部とともにスクリュ

ーにより吸い上げ排出

GL、ヰ~ぢ融.
,;琵;,f更'角冶

(亙)凝灰部
、全俸的杙瓜π

/

8

■工:上一4~5m'の の の

がく工にった れた^ のP

り、掘削を進めようとく50o m 1一よ
、

が'まく'すると、礫が動くため、ーガーやーシン
^

つ

t、掘削に要する時間が増大。

また、硬質な礫の影響により、オーガー先端の刃先等の施工機器損傷が激し

ロカtく六ルく、刃のや の理の口

地中の掘削施工断面イメージ図(実施)

/
/

/

によ

についても

工程短縮対応

■オーガー、ケーシングの先端深さを変更調整

■刃先種類交換

■どうしても掘削困難な場合は掘削芯をずらして再施工

(重機の再セット及び再掘削)

■新たな先行削孔機導入

全国に20台程度(九州に1台)※通常は半年前に予約要

掘削開始後、掘削困難であったため、早急に手配開始

山留掘削着手から20日後には本現場へ導入

(宮崎県で稼働していたものについて終了後、速やかに本現場へ導入)

導入前の施エスピードと比較すると約1ケ月短縮

その他の工程短縮検討

※山留掘削の別工法として転石を破砕する工法の検討も行ったが、

打による破砕となり、騒音、動がさらに増大することから、

不採用

※施工者から工程短縮のため、 の

隣への騒音の影響に配慮し、 掘削作業は1

の

<

オーガーやケーシ

転石状況

オーガー先刃先破損

転石小割状況

オーガー

(手後)

破断

の提案もあうたが、近

7時までとして施工

山留工事重機
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転石φ50omm程度以上

巨大な転石につ、ては、掘り起こしたのちに、人にてlm

下に小割りする必要が生じ、掘削しナ土をそのまま搬出不可

ま六、小割作業において、重機と離れ"安全な作業ヤードを確保す
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)変更理由 2 地下躯体工事

ア地下体工事の概要
下 B I F

2F

IF

2.7ml

免層

基礎(マットスラブ)

■コンクリート数量多:約 16,50om3 (基礎、 BIF)
・平面的に10工区に分割して施工

・基礎(マットスラブ)の厚さ 2.7m (鉛直方向にも丑層1'分けて施工)
・コンクリートの打設回数:約60回

・市内の生コン組合工場全5社で材料納入

Π日長崎署

となる柱、梁、床、壁を築造する工事

訂1Σ

断面図(B I F~2 F)

. 1
Ⅱ■

45m

゛^

個司如ト
,白1闘噌竜リ・血

勤労

福祉
会館

尋^

下躯体工

(免層)

(B I F)

(基礎)

■ひび割れしにくい特殊なコンクリートを使用
・地下外周部壁は湧水の進入防止のため、特殊なセメント(中庸熱セメント)を採用

・打設日に向け、各生コンエ場のサイロのつを貸し切り必要
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3)変更理由②地下躯

ウ地下躯体工の変更理由

打設部位

免
(^・1F床)

【打霞回数】

BIF
(梁・床)

【40回】

工事

10

6月

BIF
(壁・柱)

【10回】

20

基礎
(マットスラブ)

【10回】

10

7月

20

【40回】

雨・台風

4 15~

令和2年度

8月

2010

における
止回数

8 10

6 30 7 14

延長日数

(14日)

31

田

9月

8/フ

期問:47日問

雨の日数:33日

中止回数:12回

20

延日数
(14+3=17日)

8/24

10月

2010

砥畏日数

(14+3+11=28日)

9/28

31

10/20
亜P写重五
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工事の請負契約の一部変更について

第191号議案資料

工 事

工

名

期

変更前

長崎市新庁舎建設空調設備工事

契約変更の理由

変更後

議会の議決を得た日から令和4年8月10日まで

契

議会の議決を得た日から令和4年11月30日まで

約

別途施工中の長崎市新庁舎建設建築工事に係る作業工程を延長するため、
当該契約における新庁舎の空調設備に係る機器取付調整作業等に要する期
間を延長する必要が生じたことに伴い、工期を変更するもの。

金 額 2,553,650,000円

担当

相

新菱・フジエア・松栄特定建設工事共同企業体

福岡市博多区綱場町3番3号
新菱冷熱工業株式会社九州支社

執行役員支社長小倉博

長崎市田中町599番地
株式会社フジエアテック
代表取締役藤川彰二

長崎市立山5丁目4番30号
株式会社松栄設備
代表取締役平野義高

手

画

方

政

工 事 概

12

要

工事場所

工事内容

魚の町

熱源設備

空気調和設備

換気設備

排'煙設備

自動制御設備

一式

一式

一式

一式

一式

部
部
部

築
財
財

建
理
企

1
 
2



、

工事の請負契約の一部変更につぃて

第192号議案資料

工 事

工

名

期

変更前

長崎市新庁舎建設電気工事

'

契約変更の理由

変更後

議会の議決を得た日から令和4年8月10日まで

契

議会の議決を得た日から令和4年11月30日まで

約

別途施工中の長崎市新庁舎建設建築工事に係る作業工程を延長するため、当
該契約における新庁舎の電気設備に係る機器取付調整作業等に要する期間
を延長する必要が生じたことに伴い、工期を変更するもの。

金 額 2,469,940,000円

担当

相

関電工・イナヅマ電気・長崎電建工業特定建設工事共同企業体

福岡市中央区薬院一丁目1番1号
株式会社関電工西日本営業本部九州支店

執行役員支店長小原隆

長崎市西山2丁目2番3号
株式会社イナヅマ電気工事
代表取締役真崎庸一郎

長崎市北陽町934番地6
長崎電建工業株式会社
代表取締役三原英樹

手

画

方

政

一式

一式

一式

一式

一式

一式

工 事概

工事場所

工事内容

要

魚の町

受変電設備

発電設備

電力貯蔵設備

幹線設備

動力設備

電灯設備

一式

一式

一式

一式

一式

一式

雷保護設備

航空障害灯設備

ホバリング対応設備

構内配電線路

構内通信線路

モックアップ設備

13

部
部
部

築
財
財

建
理
企

1
 
2



工事の請負契約の一部変更について

第193号議案資料

工 事

工

名

期

変更前

長崎市新庁舎建設衛生設備工事

契約変更の理由

変更後

議会の議決を得た日から令和4年8月10日まで

契

議会の議決を得た日から令和4年11月30日まで

約

別途施工中の長崎市新庁舎建設建築工事に係る作業工程を延長するため、

当該契約における新庁舎の衛生設備に係る機器取付調整作業等.に要する期
間を延長する必要が生じたことに伴い、工期を変更するもの。

金 額

担当

相

3 5 7,5 7 6,000円

旭管・日冷・長与管工特定建設工事共同企業体

長崎市諏訪町4番8号
株式会社旭管工社
代表取締役中村勝

長崎市元船町14番10号

株式会社日本冷熱

代表取締役石川淳一

長崎市女の都4丁目 1番 19号
株式会社長与管工設備工業所
代表取締役尾川公一

手

画

方

政

工 事概 要

工事場所

工事内容

魚の町

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

'

14

一式

一式

一式

一式

消火設備

ガス設備

雨水演過設備

さく井設備

一式

一式

一式

一式

部
部
部

築
財
財

建
理
企

1
 
2



1

工事の請負契約の一部変更について

第194号議案資料

工 事

工

名

期

変更前

長崎市新庁舎建設通信工事

契約変更の理由

変更後

議会の議決を得た日から令和4年8月10日まで

契

議会の議決を得た日から令和4年11月30日まで

約

別途施工中の長崎市新庁舎建設建築工事に係る作業工程を延長するため、
当該契約における新庁舎の通信設備に係る機器取付調整作業等に要する期
間を延長する必要が生じたことに伴い、工期を変更するもの。

金 額

相

535,

担当

手

長崎電気・三ヱ電機特定建設工事共伺企業体

長崎市浪の平町1番35号
長崎電気株式会社
代表取締役柴田正明

長崎市大橋町6番6号
株式会社三ヱ電機
代表取締役小林純一

5 3 1

方

画

997円

政

工 事 概

工事場所

工事内容

要

魚の町

構内.交換設備

構内情報通信網設備

登退庁設備

声拡 設備

映像・音響設備

議場倭員会用配管設備

誘導支援設備

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

テレビ共同受信設備

情報表示設備

I T V 設備

駐車場管制設備

入退室管理設備

機械警備

火災報知設備

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

15
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部
部
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長崎市新庁舎建設変更内容一覧

【第190号議案】
長崎市新庁舎建設建築工事
清水・西海・長崎土建特定建設工事共同企集休)

工

(受
名
者)

【第191号議案】
長崎市新庁舎建設空調設工
新菱・フシエア・松栄特定建設工事共同企体)

区分
今回
議案

変更内

工

【第伯2号議案】
長市新庁舎建設電
関電工・イナヅマ電気・長崎
特定建設工事共同企業体

容

期

建築

【当初】令和元年7月11日~令和4年8月10日

【第193号議案】
崎市新庁舎建設衛生設工事
(旭管・日冷・長与管工特定建設工事共同企集体)

【現在】
※

工
建工業

令和元年7月"日~令和4年8月10日

【変更】令和元年7月Ⅱ日~令和4生11凹き0目

設備

【第194号議案】
長崎市新庁舎建設通工事
長崎電気・三ヱ電橿特定趣設工事共同企

【当初】令和元年12月13日~令釦'生9日10自

令和元年度

岡亜■圃画画■詔囲、、目匪
■■■■皿皿■回闇■雷■
岡.、・亜亜亜匪園■圃囲目
,血■■■■皿■■,・,・'盟■■

【寮重】令和元年柁月伯日~令和4年"月帥目

設備

令和2年度

【当初】令和元年12月13日一令和4住き月伯目

【変更】令和元年12月13日~令和ι些Ⅱ同き0目

令和3年度

【当初】令和元年12月13日~令和4年8月10目

体)

令和4年度

【変更】令和元年12月13日~令和4年Ⅱ月30白

議

設備

案

請負代金額(円)

【当初】令和元年12月13日~令和4生ヨ同10目

15,015,000,卯0 ①儒)Φ

【変更】令和元年12月13日~令卸4住"日舶目

専決処分事項

※建築工は令和2年5月匪時議会にて専決処分報告(コンクリート塊などの不測の地中埋設物の撤去処分による増額窒更)

15016853500 ②虚)② 48.945,600

変更金額(円)

15.065.799.100

1.853.500

2,553,650,000 ①偲)イ⑩

③→①

2562006700 ②

50,799.100 ・ー(舶

2.469.940,000 ①信卜①

8,356.700 ・・(B)

2.478.60を500

1,357.576.000 ①②Φ 18.555.900,・・(D)

工期延長 5294,300

設計変更 13261,600

8,662.500,・・(C)

1376.131.900 ②

郭5.531997 ①匡)①

538506.100 ②

2.974.103 ・・・(ε

変更
金額
合計
89.3闘.303 A~E

期
+
額

工
金

事
注

一
の


